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３次元データがインフラには必要
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１. 鋼橋上部工新設事業を対象としたデータ連携の高度化

データスキーマの拡充 2025年8月 SIP成果を日本橋梁建設協会HPにて公開
（一社）日本橋梁建設協会HP
https://www.jasbc.or.jp/technique/i-bridge/bangeta/

データスキーマ 3Dモデル チェック図

チェック帳票 確認図

製造物量
溶接延長集計表

溶接延長一覧表

2028年度目標
各種チェック図表自動生成の代替えで、現２D図面
作図作業6割削減

2028年度目標
製造物量算出の工数70%削減、期間75%短縮

今年度、現場効果検証を計画

現在2割程度
の到達点

ﾃﾞｰﾀｽｷｰﾏから
３D自動生成

サンプル3Dモデル/DIA鈑桁2.0サンプルモデル.ifc
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InfraWalk
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BIMモデル自動生成
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LLM/MCPが描く世界観の例

◼例えばどこかで橋の事故があって，ある管理者が，類似橋梁がないか知りたかったと
する．意思決定に必要な情報を一気に集めたいような時

◼そういったとき，自分が管理する橋梁群の中で危ういと思われる橋を知りたいときに，

◼まず技術資料から橋梁事故の原因や類似事例を調べさせ

◼そして自分たちの橋梁の過去の点検調書を調べさせて

◼そして過去の別管理者の類似損傷事例や落橋/通行止め事例を調べさせて

◼また交通センサスみたいなところから交通量を引っ張ってきて

◼その上で危険な橋梁を例えば５つピックアップさせて

◼xROADやその他設計図書などからデータを引っ張ってこさせて３D解析モデルの基本モデ
ルを作らせて

◼そして特に損傷がひどそうな箇所はInfrawalkから画像データを引っ張ってきてVLMか何
かで評価させて解析モデルにその内容も導入し

◼そして解析させて危険度を整理して出し

◼補修工法や補強工法・箇所についてもLLMが類似モデルや解析モデルと連携しながら答
えてくれて，レポートしてくれる

◼また点検調書以外にもどんなデータを作っていて，そしてそのデータを作った調査がどれで，
そしてどれが役立ちそうかなども判断してくれる
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MCP DB
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フーチング上面（RL 28.298）からラーメン上端（RL 29.870 
≒ RL 28.298 ＋ 5.800 ＋ 1.572）までの鉛直距離は
5.800  m  +  1.572  m  =  7.372 m（正解通り）

5.800 m：柱（フーチング上面〜柱頭下面）の寸法線
•1.572 m：柱頭下面からラーメン上端（桁下面＋支承・舗装分）
までの寸法線
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空間の理解が進みつつある

◼言語＋点群を与えてTransformerで解析できるように

トイレはどこ？ 木はどこ？



データ欠損
（橋脚の例）
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まとめ

◼AIを活用した３次元モデル構築手法の開発を進めており，
一定の成果が得られている．

◼一部，解析との連携もできつつあり，今後も更に進める．

◼エージェント形式についても研究を進めており，データベースや
アプリケーションとの連携を見据えた将来像の提示．

◼３次元基盤モデルについての展望，実空間を実空間のまま
扱うAIの開発へ
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